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・・・ 編 集 後 記 ・・・

 平成 27 年 4 月から臨床検査技師の可能な業務とし

て、味覚や嗅覚の検査、鼻咽腔や肛門、表在からの

検体採取などが加わった。これに伴い臨床検査技師

の卒前教育のカリキュラムが変更となった。指定校

では「人体の構造と機能」 7 単位が 8 単位へと増加し、

かつ「医療安全管理学」1 単位が追加された。これに

対して、承認校では「医療安全管理学」の講義 15 時

間」と実習 15 時間が追加された。「人体の構造と機

能」の追加はなかった。なお長年、現実離れしてい

た「放射線同位元素検査技術学」実習 30 時間が削除

され、講義 30 時間のみとなった。これでも現実離れ

しているが、良しとせざるを得ないであろう。それ

にしても「指定校」と「承認校」のギャップは大きい。

本協議会への加盟校が今年 83 校になると伺った。

「承認校」が大半を占めることになり、真価が問わ

れる。そろそろ自助努力が必要であろう。 
 私事だが、30 年近く一般病院で、臨床検査、輸血

および臨床工学を担当する部門で臨床検査専門医と

して、また感染対策担当者として働いた。そして後

半の約 16 年はそれらの管理を担った。医療とは、診

療とは、臨床検査とは、病院とは、人とは、等々幾

度となく考えさせられた。専門学校を廃校にして大

学を設立すると言うことで定年を前に病院を辞し今

日に至っているが、未だ検査の現場から大学をみて

いる自分がいる。 
 小さな大学だが、大学の完成を目指して色んな決

めごとが必要となった。正直これには辟易したが、

一方で教育の難しさというか、奥深さを何となく感

じるようになった。特に今年卒業する 1 期生には濃

厚に接することとなり、幼少期からの積み重ねが今

にあることを改めて感じた。よく考えれば自分や自

分の子供もそうである。「三つ子の魂、百まで」とは

よくいったものである。 
 今年度から編集委員会のメンバー構成が代わった。

委員数を増やし半数ずつが交代する仕組みとなった。

前委員長の奥宮敏可先生の提言によるものである。

雑誌は年に 3 冊発行される。1 冊は学術大会抄録集で

あり、2 冊は執筆原稿からなる雑誌である。後者 2 冊

のうち 1 冊は当該年の学術大会の講演、シンポジウ

ム、学生発表等が掲載され、もう 1 冊がいわゆる投稿

原稿からなる雑誌である。しかし、残念ながら自主

投稿は極めて少なく投稿をお願いしているのが実情

である。教育領域での原著は難しい。総説、報告、

資料、主張、レター等を通してプラクティカルなテ

ーマで教育の推進に資するものを考えていかねば継

続は難しい(これまでの編者のご苦労は本号掲載の

奥宮前委員長の寄稿をお読み下さい)。卒後教育との

ジョイントも検討する必要があろう。本誌が臨床検

査技師の「卒前卒後教育に関する交流の場」となる

よう、また「教える者が学ぶ場」となるよう努めた

い。原稿を依頼された先生は社会貢献と思って、是

非積極的にお引き受け頂きたい。

(平成 28 年 1 月 5 日 編集委員長 松尾収二) 
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